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Azthreonam(SQ26,776)の 呼吸器感染症に対す る臨 床的検討

佐々木信博 ・大 崎 能 伸 ・藤 兼 俊 明 ・川村祐一郎

中 野 均 ・松 本 博 之 ・坂 井 英 一 ・小野寺壮吉

旭川医科大学第一内科

近年開発 されたモノバ クタム系抗生物質のAzthreonamを,11例 の呼 吸器感染症患 者に投与 し,

その臨床的効果を検討 した。

肺炎8例,び まん性汎細気管支炎2例,肺 膿瘍1例 に対 してAzthreonamを1日2～6g,総 量18

～72g点 滴静注を行 なった。臨床効果は,著 効1例,有 効7例,や や有効1例,無 効2例 で あっ

た。副作用 として,3例 に軽度のGOT,GPT上 昇 を認 めた。

Azthreonam(SQ26,776)は 近 年 米 国 ス ク イ ブ社 で開

発されたモ ノバ クタ ム系抗 生 物 質 で,β-ラ ク タ ム単 環 を

有し,L-threonineか ら全 化 学 合 成 さ れ る。InVitro試

験では,グ ラム陰 性菌 に 対 し,強 い 抗 菌 力 を 示 し,各 種

β-ラクタマーゼに 対 して も高 い安 定 性 が あ り1,2),グ ラ

ム陰性菌に よる動物 感 染実 験 に おい て も強 い 効 果 が あ る

と報告され てい る3)。今 回 われ わ れ は,10名 の呼 吸 器 感

染症患者 に延 べ11回,Azthreonamを 投与 し臨床効果

を検討 した。

I.対 象 および 方法

対象 は58年 に旭川医科大学附 属病院第一内科に入院

した10名 の呼 吸器感染症患者 で,う ち1名 には時期を

変 えて2回 投与 してお り,総 症例 数は11例 であ った。

男性10例,女 性1例 で,年 齢 は33歳 か ら91歳 まで

Table 1 Clinical effects of Azthreonam
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で,平 均年齢 は56歳 で あった。対象疾患 は肺炎8例,

び まん性汎細気管支炎2例,肺 膿瘍1例 であ った。投与

量は1日2～69を2回 に分け,60～90分 で点滴 静注を

行ない,期 間は5～14日,総 投与量は18～729で あっ

た。また投与前 施行 した皮 内テス トは全例陰性 であ った。

II.成 績

1.臨 床効果

臨床効果判定は,細 菌学的効果 と,胸 部X線 像 の 経

過,自 ・他覚所 見,検 査成績を総合的に判 断 し,著 効,

有効,や や有効,無 効 の4段 階 と して判定 した。 臨床効

果 の一覧表をTable 1に 示 した。臨床効果 は著効1例,

有効7例,や や有効1例,無 効2例 で,有 効以上は72.7

%で あった。

細菌学的効果では起炎菌が分離 され た7例 の う ち,

H.influenzae,K.pneumoniae,E.coliで は 全例菌 の

消失をみた。い っぽ うP.aeruginosaで は不変1例,減

少2例 に とどまった。

次に代表的な症例につ いて述べ る。

症例2S.K.,45歳,男,肺 炎(慢 性肺気腫,気 管

支喘息)。

57年11月22日 よ り発熱お よび膿性痰が 出現 し,息 切

Fig. 1 Case 2, S. K., 45 y. o., M., Pneumonia

れ が増 加 した た め,27日 当 科 へ 入院 した。 白血球数増多

と胸 部X線 写 真 で 左 中肺 野 に広 汎 な浸 潤影 を認 め,肺 炎

と診 断 した 。Azthreonam1日29投 与 に よ り,解 熱,白

血 球 数 の改 善,膿 性 痰 の減 少,胸 部X線 陰影 の消失を認

め,総 投 与 量189で 中止 した。 起 炎 菌 は不明 であった

が,有 効 と判 定 した(Fig,1)。

症 例3N.Y.,45歳,男,び まん性 汎細 気管支炎。

Table 2 Laboratory findings of Azthreonam

B: Before, A: After
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Fig. 2 Case 3, N. Y., 45 y. o., M., DPB

Organism H.influenzae

58年1月20日 頃 よ り,発 熱 お よび膿 性 痰 と息 切 れ の

増加のため,24日 当科 へ入 院 した 。白血 球 数 の増 加,胸 部

X線 写真 でび まん性 小斑 状 影 の 増加 を 認 め,細 気管 支 炎

に感染が合併 した と判断 した 。Azthreonam 1日29投

与に より,急 激 な解 熱 と膿 性 痰 の減 少 を 認 めCRPが2

+よ り一 とな り,著 効 と判 定 した 。 喀 痰 か らH.influ-

enzaeが 検出 された が,投 与 後3日 で 消 失 した(Fig.2)。

2.副 作用

Azthreonam投 与前 後 の 臨 床 検 査 値 をTable 2に 示

した。3例 に軽度 のGOTお よびGPTの 上 昇 が み られ

たが,投 与終 了後 速 やか に 正 常 化 した。 それ 以 外 の 副 作

用は認めなか った。

III.考 案

Azthreonamは β-ラ ク タ ム単環 を も つ新 しい タイ プ

の抗生物質 で,緑 膿菌,大 腸菌,プ ロテ ウス,エ ンテ ロ

バクター,セ ラチ アな どの グ ラ ム陰性 菌 に高 い 抗菌 力 を

示 し,各 種 β-ラ クタ マーゼに も安 定性 が高いが,グ ラ

ム陽性菌 には,ほ とん ど抗菌 力を示 さない といわれてい

る。

われわれは呼 吸器感染症11例 に投 与 し,著 効1例,

有効7例,や や有効1例,無 効2例 の成績 を得た。無効

の2例 は,bullaの 感染 に よる 肺 膿瘍 と 高齢者の 肺炎

で,と もに起因炎 は不 明であ った。

MICが 測定 された例では,Ecoliが0.05μg/ml以

下,S.pneumoniaeが25μg/m1,Paeruginosaで は

12.5μg/mlと25μg/m1で あ った。

副作用 として,3例 に軽度のGOT,GPT上 昇を認め

た。 この3例 中2例 は過 去に肝 障害を経 験 してお り,こ

の ような例 では慎重 に投 与す る必要があ ると思われた。

以上 の結果 は,中 等 度ない し重篤な基礎疾患を有す る

呼吸器 感染症 に対 する効果 として,比 較的良好 と考 えら

れ,グ ラム陰性菌 に よる呼吸器感染症が増加 してい る現

今,Azthreonamの 臨床的有用性は高い と考え られ た。
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CLINICAL STUDY ON RESPIRATORY TRACT

INFECTION OF AZTHREONAM

NOBUHIRO SASAKI, YOSHINOBU OHSAKI, TOSHIAKI FUJIKANE

YUICHIRO KAWAMURA, HITOSHI NAKANO, HIROYUKI MATSUMOTO

EIICHI SAKAI and SOKICHI ONODERA

The First Department of Internal Medicine, Asahikawa Medical College

Clinical study on Azthreonam (SQ 26, 776; AZT), a new monocyclic p-lactam antibiotic were per-

formed and the following results were obtained .

1. AZT was administered to 8 cases with pneumonia
, 2 cases with diffuse panbronchiolitis and I

case with lung abscess at a dosage of 2•`6 g/day by intravenous drip infusion for 5•`14 days .

2. Clinical response of AZT was excellent in 1 case, good in 7 cases, fair in 1 cases and poor in 2

cases.

3. Transient elevation of serum GOT
, GPT was observed in 3 cases.


